
― 大阪市立木川南小学校元校長・久保敬氏の経験に学ぶ ―

～平凡なオンリーワンの学校を目指して～

フツーの校長でありたい

日時：　

　2021年5月、大阪市長と市教育長に実名入りで手紙（「提言書」）を送り、その後、大阪市教育委員
会から訓告の措置を受けた元・大阪市立木川南小学校長の久保敬氏。氏の「提言書」は、SNS上で拡散
されメディアも報じるところとなった。地方自治体の首長、教育委員会から文部科学省までと波紋を広
げ、市民からも多くの要望書や意見書が寄せられるなど議論を呼んだ。「提言書」はインターネットの
自動翻訳機能等を通じて海外でも読まれ、海外の教育学者らからも注目されるところとなっている。
　教育政策に翻弄されながらも校長として学校経営に向き合い、そして教育政策へも提言を行おうとし
た久保氏は、長年の学校現場をどのようにとらえてきたのか。そして、学校経営を教育政策との関係か
らどのように進めてきたのか。本研究会では久保氏の視角に迫りたい。

参考資料：
久保敬(2022)『フツーの校長、市長に直訴！－ガッツせんべいの人権教育論』解放出版社

2022年

13:00 ～ 15:00
12月24日（土）

オンライン開催（公開）

報告者　久保  敬 氏
（元・大阪市立木川南小学校長）

参加費無料で、どなたでも参加できます。
12月20日（火）までに、下記、参加申し込みフォームよりお申し込み下さい。

日本教育経営学会実践推進委員会(石崎ちひろ)　ishizakc@tokiwa.ac.jp

フォーム・ＱＲコードはこちら　https://forms.gle/5opRjwaDM9UdxsPj6

日本教育経営学会実践推進委員会　第３回実践事例研究会

問い合わせ先


